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	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、小腸によるフルクトースの取り込みを担うフルクトーストランスポーターです。また、このタンパク質は、食事中のフルクトースの大量摂取による血圧上昇にも不可欠です。[RefSeq提供、2016年6月],機能：サイトカラシンB感受性キャリア。主にフルクトーストランスポーターとして機能するようです。,誘導：フォルスコリン（Caco-2細胞）による。,質量分析：PubMed:11840567,類似性：主要促進因子スーパーファミリーに属する。糖トランスポーター（TC 2.A.1.1）ファミリー。グルコーストランスポーターサブファミリー。,組織特異性：小腸で発現し、腎臓、骨格筋、脂肪組織でもはるかに低いレベルで発現しています。,
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	SLC2A5 抗体を使用した K562 細胞の溶解液のウエスタンブロット分析。
	

	Glut5ポリクローナル抗体を用いたK562細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈された。

